


　９月 21日（木）から 24日（日）の 4日間で、日本プロサーフィン連盟（ＪＰＳＡ）が
主催する、プロサーフィンツアーとプロトライアルが南種子町竹崎海岸で開催されました。
　種子島では初めての開催となり、全国からサーフィンのトッププロが集まり華麗で豪快な
技を披露。そのテクニックで観客を魅了ました。
　西之表市からは、山口輝行さん、日髙涼太さんが出場しました。その他種子島代表として
2名が地元シード枠で出場しました。黄色のゼッケンをつけて試合に臨んだ種子島の選手ら。
惜しくも勝ち進むことはできませんでしたが、地元の方々からたくさんの応援を受け、果敢
に波に挑みました。以下に山口さん、日髙さんのコメントを紹介します。

　地元枠でプロ本戦ラウンド３（セカンドシード）から出場しました。
　当日は波が小さく数も少ない厳しい状況でした。勝ち上がるためには制限時間内
に波 2本に乗らなければならない状況で、2本目に乗ろうと必死に波を追いかけ、
対戦相手と攻防戦になりながらも波に乗り最大限のパフォーマンスをしました。し
かし、インターフェア（妨害）※を取られてしまい、負けてしまいました。
　地元の方々からたくさんの応援、サポートをいただいていたので、優勝し、恩返し
をしたかったのですが、実力を発揮できずに負けて
しまい、本当に悔しいです。応援・サポートしてく

ださった皆様には本当に感謝しています。ありがとうございました。
　今後種子島プロが第 2回、第 3回と開催されましたら、西之表市・種子島の代表、
また、プロサーファーとして挑戦していきます。皆様、これからも応援・サポート
していただきますよう、よろしくお願いいたします。
※インターフェア…1本の波に対して優先権を持つ選手の進行方向の妨げになるような行
為、接触などに適用される。

山口　輝行 さん
出身地：西之表市（軍場）
年齢：34 歳
　13 歳からサーフィンを始め、28 歳でプロに転向。

　今回の試合では、体の調子は良かったのですが、スコアを出せるようないい波に
乗れなかったのが敗因の 1つだと思います。もっと実力をつけないと、上には行け
ないと感じました。
　今後は今まで以上に練習して、出場できる試合は全部優勝できるくらいの力をつ
けたいと思います。
　地元の方々には情けない姿を見せてしまいましたが、今後も頑張りますので、応
援宜しくお願いします。

日髙　涼太 さん
出身地：西之表市（納曽）
年齢：15 歳
　小学 1年生の時からサーフィンを始める。

　今回のプロサーフィンツアーは、日本全国で開催される 8ツアーの中の 1つで、
国内最高峰の試合になっています。その大会が今回初めて種子島で開催されたこと
で、種子島が一気に日本全国に広まり、良い宣伝やアピールになったと思います。
　日本のサーフィン人口は約 200 万人。そのうち競技人口は 20万人といわれてい
ます。これから来年に向けて種子島に訪れる観光客は増加していくのではないかと
期待しています。
　素晴らしい自然が残るこの種子島を、サーフィンを通して全国に広め、アピール
していきたいと思います。まだまだ微力ではございますが、私にできることを一生
懸命頑張っていきますので、これからも応援・サポートを賜りますよう、よろしく
お願いいたします。 西之表市在住プロサーファー

山口　輝行 さん

　写真は山口輝行 応援団の皆さんと（種子島漁業協同組合《種子島キビナゴ生産組合》、あい丸、栄宝丸、
海幸丸、海生丸、海洋丸、春幸丸、新栄丸、進栄丸、すみ丸、拓洋丸、津代丸、東洋丸、七美丸、勇海丸）

▼
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10
月
８
日
、
第
55
回
西
之
表
市
民
体

育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
荒

天
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
２
年

ぶ
り
の
開
催
。
10
月
に
し
て
は
残
暑
が

厳
し
く
、
太
陽
が
照
り
つ
け
ま
し
た
。

　

市
内
の
園
児
ら
に
よ
る
か
わ
い
い
ダ

ン
ス
で
幕
を
開
け
、
今
年
も
地
区
対
抗

の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、「
な
ひ
か
〜
と
〜
ら
ん

と
〜
？
」で
伊
関
、国
上
チ
ー
ム
が
、「
輪

回
し
」
で
は
下
西
チ
ー
ム
が
新
記
録
。

各
地
区
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
、
練
習
の

成
果
を
充
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
行
わ
れ
た
「
大
玉
こ
ろ
が

し
」。
大
人
と
子
供
が
ペ
ア
に
な
り
紅
、

白
の
大
玉
を
転
が
し
ま
し
た
。
ペ
ア
の

ス
ピ
ー
ド
調
整
が
難
し
い
よ
う
で
、「
子

供
に
も
触
れ
さ
せ
て
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

結
果
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
伊
関
、
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
は
下
西
が
共
に
連
覇
を
達

成
。
僅
差
の
戦
い
に
体
育
祭
も
大
盛
り

上
が
り
。
伊
関
、
下
西
地
区
の
連
覇
が

ど
こ
ま
で
続
く
か
、
ど
の
地
区
が
連
覇

を
阻
止
す
る
か
、
今
後
の
市
民
体
育
祭

も
ま
す
ま
す
熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま

す
。

※敬称略

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平成29年度西之表市体育協会表彰
社会体育功労者賞　　　　　迫田　昭文
最優秀選手賞　  中島　雫《下西小 6年》
　　　　　　  栁　賢士朗《榕城小 5年》

平成29年度鹿児島県体育功労者賞
　　　　　　　　　　　　　串間　靜夫

平成29年度熊毛地区社会体育功労者賞　
　　　　　　　　　　　　　内田　節生

※敬称略

平成平成29年度年度 之西之表市表市体育体育協会協会表彰表彰
社社社会体育功労者賞　　　　 迫田 昭文
最最優秀選手賞　  中島　雫《下西小 6年》
　　　　　　  栁　賢士朗《榕城小 5年》

平平成29年度鹿児島県体育功労者賞
　　　　　　　　　　　　　串間　靜夫

平平成29年度熊毛地区社会体育功労者賞賞
　　　　　　　　　　　　 内田 節生　　　 　　　 　　

表彰を受ける
串間靜夫さん



「
鹿
児
島
」
の
魚
の
魅
力

魚
の
す
ご
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

最
近
、
魚
を
食
べ
ま
し
た
か
？

食
べ
た
魚
は
サ
ー
モ
ン
や
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ
と
い
っ

た
輸
入
魚
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
は
実
に
〝
あ
っ
た
ら
し
か
（
も
っ
た
い
な
い
）〞

鹿
児
島
の
魚
は
自
慢
の
海
に
囲
ま
れ
た
「
ご
当
地
グ
ル

メ
」。
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

最
近
、
魚
を
食
べ
ま
し
た
か
？

食
べ
た
魚
は
サ
ー
モ
ン
や
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ
と
い
っ

た
輸
入
魚
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
は
実
に
〝
あ
っ
た
ら
し
か
（
も
っ
た
い
な
い
）〞

鹿
児
島
の
魚
は
自
慢
の
海
に
囲
ま
れ
た
「
ご
当
地
グ
ル

メ
」。
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県・市町村合同企画　

鹿
児
島
の
魚
の
魅
力

　

鹿
児
島
の
魚
の
魅
力



　鹿児島市中央卸売市場魚類市場で、遠洋、近海、沿岸の多様
な魚や競りの様子を、間近に見学できる１時間程度の体験型ツ
アー。試食もあり、ガイドの解説もリアルで面白い。ツアー終
了後は、魚市場で朝食を楽しむのもおすすめです。
●開催日時：11月末までの毎週土曜日　早朝7:00（6:45集合）
●参 加 料：大人2,000円、小人1,000 円
◎申し込み・問い合わせ先

　南薩観光ＧＳＥ　☎ 099-298-9880　

かごしま魚市場ツアー
by 鹿児島県ホテル旅館組合青年部

かごしまのさかな .com
鹿児島県漁業協同組合連合会

「かごしま旬のさかな」って知っていますか。
魚のさばき方や漁師さんの食べ方、漁法など、
魚に関する情報が満載。地魚を食べられるお店
や直売店も紹介。まずは、のぞいてみては。

かごしまのさかな .com

種子島の特産品ミズイカ



　

９
月
26
日
、
第
３
回
西
之
表
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
て
中
野
哲

男
氏
が
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

男
氏
が
副
市
長

就
任

　

市
は
、
平
成
29
年
９
月
30
日
、
10
月
1

日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り

発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）
で
記
載

平
成
29
年
９
月
30
日
付

【
退
職
】

中
野
哲
男
／
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

平
成
29
年
10
月
１
日
付

【
課
長
級
】

毛
井
文
子
／
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
福

祉
事
務
所
次
長
兼
子
育
て
支
援
係
長
）

横
山
隆
二
／
教
育
委
員
会
総
務
課
課
長
級

参
事
兼
庶
務
係
長
兼
施
設
係
長
（
健
康
保

険
課
付
課
長
級
参
事
種
子
島
産
婦
人
科
医

院
組
合
派
遣
《
事
務
局
長
》）

【
課
長
補
佐
級
】

河
内
時
久
／
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
登
記

係
長（
財
産
監
理
課
総
括
補
佐
兼
登
記
係
長
）

河
本
文
男
／
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
農
業
委
員
会
次
長
兼
農
地
振
興
係
長
）

下
川
由
喜
／
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育
て

支
援
係
長
（
地
域
支
援
課
総
括
補
佐
兼
協

働
推
進
係
長
）

西
門
博
文
／
税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産

税
係
長
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
兼
施
設
係
長
）

小
川
政
幸
／
健
康
保
険
課
付
補
佐
級
参
事

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
派
遣
《
事
務

局
長
》（
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

德
永
祐
一
郎
／
農
業
委
員
会
次
長
兼
農
地

振
興
係
長
（
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
地
籍

調
査
係
長
）

【
係
長
級
】

長
瀬
正
行
／
税
務
課
滞
納
整
理
係
長
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長
）

市
職
員
の
人
事
異
動

母
親
学
級
で
小
児
科
医
に
よ

る
赤
ち
ゃ
ん
健
康
教
育
を
実

施
し
て
い
ま
す

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
で
は
、
出
産
前

の
妊
婦
さ
ん
や
ご
家
族
様
を
対
象
と
し
た

母
親
学
級
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

岩
元
二
郎
先
生
（
種
子
島
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
科
部
長
）
が
「
小
児
科
医
に
よ

る
赤
ち
ゃ
ん
健
康
教
育
」
と
題
し
、
次
の

内
容
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
出
生
後
（
新
生
児
期
）
に
見
ら
れ
る

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態

②
ガ
ス
リ
ー
検
査
と
聴
覚
検
査
の
必
要

性
を
説
明

③
予
防
接
種
の
重
要
性
を
説
明

④
な
ぜ
半
年
過
ぎ
た
ら
熱
が
出
や
す
く
な

る
の
か
や
、
免
疫
な
ど
に
つ
い
て
説
明

　

初
産
婦
さ
ん
の
み
で
は
な
く
、
経
産

婦
さ
ん
や
ご
家
族
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】
毎
月
第
４
水
曜
日

《
受
付
》
12
時
30
分
〜
13
時

《
母
親
学
級
》
13
時
〜
15
時

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院

　

℡
２
２
‐
０
２
６
０

山
口
智
広
／
地
域
支
援
課
協
働
推
進
係
長

（
税
務
課
滞
納
整
理
係
長
）

美
坂
達
也
／
財
産
監
理
課
地
籍
調
査
係
長

（
財
産
監
理
課
主
査
）



●
高
速
船
・
フ
ェ
リ
ー
・
飛
行
機
の
島
民
割
引
が
、
島
外
に
住
む
18
才

以
下
の
児
童
・
生
徒
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

高
速
船
・
フ
ェ
リ
ー
・
飛
行
機
の
島
民
割
引
（
鹿
児
島
県
特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
航
路
・
航
空
路
運
賃
低
廉
化
事
業
）
の
対
象
者
が
、
10
月
１
日
か
ら
次
の
通
り
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　

搭
乗
時
の
適
用
対
象
者
の
確
認
は
、
住
民
同
様

「
鹿
児
島
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
」
で
行
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
１
階
市
民
生

活
課
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。（
郵
送
・

代
理
申
請
可
）

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
顔
写
真
（
縦
３
cm
×
横
２
・
５
cm
）

・
在
学
証
明
書
（
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内
、
写

し
可
）

・
児
童
・
生
徒
等
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
等
）

・
手
続
き
を
行
う
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
行
政
経
営
課
企
画
政
策
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
３

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

（
制
度
開
始
）

　

西
之
表
市
内
に
住
み
、
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
方

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

（
適
用
拡
大
）

　

西
之
表
市
の
区
域
外
に
住
ん
で
い
る
18
才
以
下
の
児
童
・

生
徒
等

※
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
等
を
扶
養
す
る
方
が
西
之
表
市
に

住
み
、
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
カ
ー
ド
に
は
「
準
住
民
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

離
島
割
引
の
対
象
が
拡
大

　

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

の
訓
練
に
合
わ
せ
、
国
か
ら
の
緊
急
地

震
速
報
・
国
民
保
護
情
報
（
武
力
攻
撃

の
情
報
等
）
を
確
実
に
お
伝
え
す
る
た

め
の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
放
送
は
、
市
内
各
所
の
防
災
行

政
無
線
（
公
民
館
等
の
屋
外
拡
声
子
局

の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
自
宅
の
戸
別
受
信

機
）
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
・
国
民
保

護
情
報
が
一
斉
に
流
れ
ま
す
が
、
実

際
の
地
震
等
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

緊
急
地
震
速
報
と
は
…
地
震
の
発
生

後
に
、
各
地
で
の
強
い
揺
れ
の
到
達
時

刻
や
震
度
を
予
測
し
、
可
能
な
限
り
、

素
早
く
知
ら
せ
る
方
法
で
す
。

国
民
保
護
情
報
と
は
…
武
力
攻
撃
や

大
規
模
テ
ロ
な
ど
が
迫
っ
て
い
る
と

【
試
験
放
送
予
定
日
】

緊
急
地
震
速
報

　

11
月
１
日
（
水
）　

10
時
頃

国
民
保
護
情
報

　

11
月
14
日
（
火
）　

11
時
頃

き
、
ま
た
は
発
生
し
た
と
き
に
、
関
係

す
る
地
域
の
方
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る

た
め
の
情
報
で
す
。

　

特
に
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て

か
ら
、
地
震
の
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で

に
は
、
時
間
が
数
秒
〜
数
十
秒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

に
合
わ
せ
て
、
短
い
時
間
に
慌
て
ず
に

身
を
守
る
た
め
、
机
の
下
に
隠
れ
る
な

ど
、
ま
ず
低
く
、
頭
も
守
り
、

動
か
な
い
訓
練
行
動
を
各
家
庭

や
職
場
な
ど
で
行
い
、
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
市
外
で
も
全
国
的
に
様
々
な
情
報
伝

達
手
段
で
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
災
害
の
発
生
状
況
、
気
象
状
況
等
に
よ
っ

て
は
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
か
ら
、

訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
が
放
送
ま
た

は
報
知
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
総
務
課
防
災
消
防
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
５
／
２
０
６



■問い合わせ・申し込み先　株式会社　鹿児島レブナイズ　℡０９９‐２０１‐５８１１





種
子
島
で
日
本
の
将
来
を
考
え
る

旗 種子島でリレーオリンピック
パラリンピック
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第126弾

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！



　

中
種
子
養
護
学
校
で
は
、
授
業
の
様

子
や
校
内
の
施
設
設
備
の
公
開
及
び
研

修
会
を
通
し
て
特
別
支
援
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
開
授

業
及
び
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
幼
保
、

小
、
中
、
高
校
の
先
生
方
や
、
関
係
機

関
の
職
員
の
方
々
、
地
域
の
方
々
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

　

11
月
２
日
（
木
） 

10
時
〜
16
時
35
分

【
開
催
場
所
】
県
立
中
種
子
養
護
学
校

【
申
込
方
法
】
左
記
ま
で
お
電
話
に
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
中
種
子
養
護
学
校
（
教
頭
）

　

℡
２
７
‐
２
８
１
８

　

平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　

11
月
20
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

　

市
民
会
館

　

11
月
22
日
（
水
）
14
時
〜
16
時

　

中
種
子
町
中
央
公
民
館

【
必
要
書
類
】

①
平
成
29
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

②
平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

事
業
者
を
対
象
に
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
に
関
係
の
あ
る
制
度

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
席
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
出
席
の
際
に
は
11
月
８

日
（
水
）
ま
で
に
種
子
島
税
務
署
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
・
定
員
】

①
11
月
13
日
（
月
）
14
時
〜
15
時

　

中
種
子
町
中
央
公
民
館　

定
員
50
名

②
11
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

　

種
子
島
合
同
庁
舎
２
階
共
用
会
議
室 

　

定
員
50
名

③
11
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
15
時

　

種
子
島
合
同
庁
舎
２
階
共
用
会
議
室 

　

定
員
50
名

◎
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
平
成

31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

◎
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ
る
消

費
税
の
課
税
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し
て
飲

食
料
品
等
を
購
入
す
る
事
業
者
や
消
費

税
の
免
税
事
業
者
も
、
取
扱
商
品
の
適

用
税
率
の
確
認
や
適
用
税
率
ご
と
の
区

分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け
た

準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

平
成
29
・
30
年
度
に
西
之
表
市
が
行

う
物
品
の
調
達
、修
繕
、売
払
い
、賃
借
、

製
造
の
請
負
及
び
委
託
業
務
（
建
設
工

事
に
係
る
測
量
、
調
査
、
設
計
等
の
委

託
業
務
は
除
き
ま
す
。）
に
係
る
入
札

及
び
見
積
も
り
合
わ
せ
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
で
、
平
成
29
年
１
・
２
月
に

実
施
し
た
定
期
審
査
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
追
加

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
追
加
受
付
期
限
】

　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
（
土
・
日
・

祝
除
く
）
※
30
日
消
印
有
効

【
申
請
方
法
】
申
請
書
（
財
産
監
理
課
備

付
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

持
込
み
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
財
産
監
理
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
４

「ロボティクス・ノーツ」©2012 MAGES./5pb./Nitroplus

　

一
般
社
団
法
人
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
が
、
全
世
界
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の

投
票
を
も
と
に
「
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地

88
」
を
発
表
。

　
『
秒
速
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
』
と
『
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ノ
ー
ツ
』
の
２
作
品
で
、

種
子
島
が
「
訪
問
し
た
い
聖
地
」
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
聖
地
と
は
作
品
の
舞
台
や
ゆ

か
り
の
地
の
こ
と
で
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
中
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
聖
地
を

巡
る
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

選
出
で
、
国
内
外
問
わ
ず
観
光
客
の
増

加
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

市
立
図
書
館
に
は
、
市
内
の
各
地
域
を
月
１
回
ず
つ
、
計
３
回
巡
回
す

る
移
動
図
書
館
車「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」が
あ
り
ま
す
。
移
動
図
書
館
車
に
は
、

約
２
７
０
０
冊
の
本
を
載
せ
て
い
て
、
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
読

み
た
い
本
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。
貸
出
期
間
は
翌
月
の

巡
回
日
ま
で
約
１
か
月
で
す
。

　

市
立
図
書
館
で
借
り
た
本
を
移
動
図
書
館
車
に
預
け
て
返
却
す
る
こ
と

も
、
移
動
図
書
館
車
で
借
り
た
本
を
市
立
図
書
館
で
返
却
す
る
事
も
で
き

ま
す
。

　

絵
本
や
児
童
向
け
の
本
も
た
く
さ
ん
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
条
件
】

　

次
の
場
合
は
貸
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

・
個
人
ま
た
は
特
定
の
政
党
及
び
宗
教
を
支

持
ま
た
は
反
対
す
る
た
め
の
教
育
や
活
動

・
営
利
目
的
の
利
用

・
そ
の
他
、
館
長
が
不
適
当
と
認
め
た
場
合

■主な巡回地域
第 1コース：旧上西農協支所、百合砂苑、ふれ
あい交流館、旧国上中学校、浦田港、国上小学校、
ふれあい広場（桜が丘）

第 2コース：旧安納農協支所、現和苑、たちば
な園、農協東海出張所、安城中央公民館、安城
大野公民館、立山小学校、万波、生姜山公民館

第 3コース：住吉港、深川公民館、古田上之町
公民館、古田中央公民館、岳之田公民館、青少
年ホーム、風の街

※詳しい巡回日程は、MBC データ放送、又は、市
のホームページをご覧いただくか、市立図書館にお
問い合わせ下さい。

▲移動図書館車内▲移動図書館外側

教育メディア研修初級の様子（8月）

■貸出教材
○ビデオ 470 本 ○ DVD 52 本
○ 16 ミリフィルム 311 本
○ NHK ティーチャーズ・ライ
ブラリーDVD 51 本

西之表市立図書館（23-4368）

■貸出機材
○プロジェクター ○スクリーン
○ワイヤレスアンプ
○コードリール  など

西之表市民会館（22-1116）



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306

●
Ｉ
Ｐ
電
話
の
勧
誘
に
注
意
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
な
ど
の
電
気
通
信
契
約
は
、
商
品
な
ど
の
契

約
と
違
い
、
手
に
と
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

電
話
で
勧
誘
さ
れ
「
料
金
が
安
く
な
る
と
説
明
を
受
け
て
契
約
し
た

が
、
実
際
は
安
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
説
明
を
受
け
て
い
な
い
オ
プ

シ
ョ
ン
が
契
約
さ
れ
て
い
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ

れ
ま
す　

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
・
住
民
税
の

申
告
で
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。（
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
、
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
む
）

　

ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

（
配
偶
者
や
お
子
様
な
ど
）
の
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
…

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

 

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日 

か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
本
年
11
月
上
旬

に
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
こ

の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
２
月

上
旬
に
送
付
）

ＩＰ電話とは…

《事例》
「ＩＰ電話にすれば料金が安くな
る」といわれて契約したが、料金
が今までの約2.5倍になり驚いた。
ＩＰ電話のほかにインターネット
も契約されていた。

※国民生活センターくらしの豆知識
２０１７より抜粋

《
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

●
控
除
証
明
書
の
納
付
見
込
額
以
上

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き

は
…

　

本
年
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
料
は
、
今
年
の
申
告

（
控
除
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

控
除
証
明
書
の
納
付
済
額
（
見
込
額

が
あ
る
場
合
は
、
合
計
額
）
に
追
加

で
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
額
を

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
際
は
、
送
付
さ
れ
た
控
除

証
明
書
に
追
加
で
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
の
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
Ｉ
Ｐ
電
話
は
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
っ
て
通
話
す
る
し
く
み
の
た
め
、

光
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
料
金
が
か
か

り
ま
す
。
契
約
内
容
や
月
額
料
金
、
解
約
条
件
等
を
十
分
に
確
認
し

て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
話
は
家
族
や
電
話
を
す
る
相
手
に
も
影
響
を
与
え
る
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
、
家
族
等
に
相
談
し
て
か
ら
契
約
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
説
明
の
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
ま
ま
契
約
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
や
不
慮
の
事
故
な
ど

万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と

な
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　ＩＰ電話は、従来のアナログ固定
電話と同じように通話できますが、
専用の電話回線を利用せず、光回線
などのインターネット回線を利用し
て、音声をデジタルの信号で送受信
して通話する電話サービスです。



Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
36
号
機

　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

若
年
性
認
知
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
若
年
性
認
知
症
」
と
は
65
歳
未
満
で
発
症
す
る
認
知
症
の
こ
と
で
す
。

患
者
数
は
全
国
で
推
計
３
万
８
０
０
０
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
確

な
患
者
数
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

働
き
盛
り
の
世
代
で
発
症
す
る
場
合
も
多
く
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
家

族
に
も
影
響
が
出
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
・
地
域
の
理
解
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
が
で
き
る
こ
と
を
活
か
し

な
が
ら
働
け
る
環
境
づ
く
り
や
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

若
年
性
認
知
症
の
場
合
、
脳
梗
塞
・
脳
出
血
な
ど
脳
血
管
障
害
が
原
因

で
起
こ
る
認
知
症
（
脳
血
管
性
認
知
症
）
が
約
４
割
を
占
め
、
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

10
月
10
日
（
火
）
７
時
１
分
37
秒

に
準
天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
４
号
機
」

を
搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
36

号
機
が
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
通
り
に
飛
行

し
、
打
上
げ
後
約
28
分
20
秒
に
「
み

ち
び
き
４
号
機
」
を
正
常
に
分
離
し

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

秋
の
夜
空
を
楽
し
も
う

　
　
　

〜
し
し
座
流
星
群
〜

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245
　

夜
空
を
見
上
げ
る
の
に
よ
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か

け
て
毎
月
の
よ
う
に
流
星
群
が
見
頃

と
な
り
ま
す
。
11
月
は
し
し
座
流
星

群
が
極
大
を
迎
え
ま
す
。
流
星
の
速

度
が
速
い
こ
と
か
ら
明
る
い
も
の
が

多
く
、
見
ご
た
え
の
あ
る
流
星
群
で

す
。

★予防のために…
・食事や運動、喫煙などの生活
習慣を見直し、規則正しい生活
を送りましょう。
・常に脳を活性化させましょう。
　外出や他者とのコミュニケー
ションを行うことでも脳は活性
化されます。
・楽しみを持って積極的に行事
に参加してみましょう。

H- Ⅱ A ﾛｹｯﾄ 36 号機打上げ

　

し
し
座
流
星
群
は
、
放
射
点
が

し
し
座
Ｙ
星
付
近
に
あ
り
、
そ
こ

か
ら
流
星
が
飛
び
出
す
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
ど
の
方

向
を
見
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
月
明
か
り
が
視
界
に
入
る
と

流
星
が
見
え
に
く
く
な
る
の
で
、

月
に
は
背
を
向
け
た
方
向
を
見
て

観
察
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
11
月
10
日
（
金
）
〜

23
日
（
木
）
で
、
特
に
17
日
（
金
）

の
19
時
頃
か
ら
明
け
方
に
か
け
て

が
一
番
の
見
ご
ろ
で
す
。

　

過
去
に
は
、
雨
の
よ
う
に
流
星

が
降
り
注
い
だ
こ
と
も
あ
る
と
言

わ
れ
る
し
し
座
流
星
群
。
今
年
は
、

い
く
つ
の
流
星
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3750 4164 7914 3982
上西 243 263 506 278
下西 1066 1216 2282 1187
国上 534 589 1123 594
伊関 194 202 396 210
安納 200 223 423 228
現和 621 647 1268 681
安城 144 161 305 171
立山 48 46 94 51
中割 49 48 97 60
古田 182 221 403 202
住吉 418 483 901 505

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　74件
うち急病　52件

発生件数　 24 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 28 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

　

修し
ゅ
う
た大

男
久
志

由
佳

松
畠

　

ち
え

女
栄
太

由
美

小
牧
野

　

杏も
も萌

女
裕
文

美
佐
紀
松
畠

沖
田　

俐り
し
ょ
う将

男
将
平

美
帆

朝
日
が
丘

榎
本　

波は

く珀

男
博

絵
梨

現
和
上
之
町

小
倉　

碧あ

お

と仁

男
哲
平

亞
也

城

井
上　

湊み
な
と人

男
大
介

瑞
希

池
野

中
野　

慎し
ん
た大

男
孝
洋

貴
子

広
島
県

中
野　

光み
つ
き喜

男
幸
輝

唯

美
浜
町

浦
上　

縁
え
に
し

男
隆
志

美
希

西
俣

倉
田　

幸こ

こ呼

女
学

真
由
美
鹿
児
島
市

［人口］
全体 15,712 人（－ 10）
男性 7,449 人（－ 2）
女性 8,263 人（－ 8）
［世帯数］

世帯（－ 7）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

河
内　

久
美
子
納
曽

河
内　

昭

松
山　

臣
子

松
畠

松
山　

忍

日
髙　

由
紀
美
西
町

日
髙　

ス
テ
子

鮫
島　

昭
平

安
城
下
之
町

鮫
島　

美
伊
子

中
川
路　

猛

天
神
町

中
川
路
フ
ジ

山
﨑　

妙
子

寺
之
門

山
﨑　

武
雄

長
山　

正
樹

平
田

長
山　

房
江

落
合　

紀
子

寺
之
門

落
合　

浩
英

上
妻　

靜
夫

深
川

上
妻　

洋
子

伊
藤　

榮
美
子
鴨
女
町

伊
藤　

信
房

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

山
口　

テ
ル
子

88

池
野

前
田　

直
伸

59

小
牧

牧
瀬　

チ
ヌ
エ

94

中
野

岡
村　

政
綱

89

古
田
中
之
町

石
園　

シ
ヅ
子

87

庄
司
浦

上
門　

次
雄

87

納
曽

武
田　

ヤ
ス
子

76

鴨
女
町

岩
坪　

キ
ワ

91

庄
司
浦

榎
本　

セ
ツ

92

花
里
崎

黒
木　

孝
俊

75

国
上
中
目

横
馬
場
惠
美
子

75

竹
鶴

平
瀬　

豊

89

東
町

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

大
田　

亮
也　
　
　

榕
城
中
目

　
　

＆

耕　
　

真
奈
美　
　

松
畠

平
原　

拓
哉　
　
　

上
之
原
町

　
　

＆

盛
貴　

亜
弥　
　
　

松
畠

渉　
　

浩
之　
　
　

浜
之
町

　
　

＆

岡
元　

由
美
子　
　

奥

榎
本　

イ
ツ

93

花
里
崎

竿
山　

ヤ
エ
子

83

本
立

川
畑　

俊
和

48

塰
泊

橋
口　

ト
ミ
子

84

鞍
勇

濱
添　

洋
一

67

浅
川

轟
木　

喜
市

79

朝
日
が
丘



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、市
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日（
次
月
掲
載
分
）

ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

夫
逝い

き
て
十
八
年
な
り
写
し
絵
も
共
に
旅
す
る
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

一
つ
忘
れ
二
つ
忘
れ
の
日
頃
に
て
元
気
出
せ
よ
と
咲
く
椿
赤

メ
ヒ
ル
ギ
の
花
咲
く
島
の
記
事
読
め
ば
あ
か
お
ぎ
歌
会
の
皆
の
顔
浮
か
ぶ

病
み
し
夫
突
然
足
が
立
た
な
く
て
隣
近
所
に
助
け
求
め
む

体
育
祭
走
っ
て
み
た
い
な
グ
ラ
ン
ド
で
回
れ
右
し
て
一
番
に
な
る

ス
ラ
ン
プ
の
く
た
び
れ
た
胃
に
す
ん
な
り
と
お
さ
ま
り
ゆ
く
は
一
わ
ん
の
粥

夫つ
ま

逝ゆ

き
て
ま
と
い
し
も
の
を
ぬ
ぎ
さ
れ
ば
去
る
人
来
る
人
さ
だ
か
に
見
ゆ
る

初
孫
を
指
折
り
待
ち
て
布
団
さ
が
し
押
し
入
れ
奥
に
へ
そ
く
り
見
つ
け

子
ら
の
声
太
鼓
に
花
火
に
火
縄
銃
島
の
夏
音
今
年
も
聞
け
り

涼
し
さ
に
つ
ら
れ
て
窓
辺
で
お
湯
割
を
呑
め
ば
虫
の
音
よ
き
酒
の
友

晩
秋
の
空
は
遠
く
に
澄
み
わ
た
り
野
辺
に
す
す
き
の
白
穂
が
ゆ
れ
る

ゴ
ン
ド
ラ
は
街
の
喧
騒
離
れ
ゆ
く
見
お
ろ
す
街
は
喧
騒
の
ま
ま

吾
の
来
る
を
待
ち
わ
び
逝い

き
し
や
母
の
厨

く
り
や

素そ
う
め
ん麺
の
つ
ゆ
ま
だ
温

あ
た
た
か
し

夕
暮
れ
の
歪
な
馬
毛
に
ほ
う
き
雲

孫
と
飛
ぶ
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
古
希
の
夏

運
動
会
一
位
め
ざ
し
て
ゴ
ー
ル
イ
ン

池
田
・
池
浪
三
重
子

納
曽
・
河
内　

雅
美

姶
良
市
・
小
林
由
美
子

野
首
・
笹
川　

満
子

わ
ら
び
苑
・
杉
森　

房
枝

中
西
・
髙
重　

孝
子

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

桜
が
丘
・
橋
口　

友
子

西
町
・
濱
田　

千
代

上
能
野
・
福
元　

秀
義

白
石
・
森　

ア
イ
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
吉
原
三
保
子

小
牧
・
幸　
　

聖
子

美
浜
町
・
中
川
リ
ン
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
よ
し
は
る

区　分 島内産 島外産
入荷量 6トン 29 トン
35 トン （17％） （83％）
取引額 205 万円 598 万円
803 万円 （26％） （74％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 327 267 5,240 669
葉 茎 菜 類 217 130 5,812 1,376
果 菜 類 894 325 3,158 1,108
そ の 他 3,823 736 6,188 964
小 計 5,261 1,458 20,398 4,117

果
物
類

かんきつ類 129 21 2,164 443
果 瓜 類 45 16 732 57
そ の 他 109 54 5,289 1,135
小 計 283 91 8,185 1,635

鳥卵・加工品等 83 33 794 228

花　類
12,998

464
0

0
本 本

青
果
状
況
【
９
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
11
月
の
休
み
》　

3
日
・
5
日
・
8
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・

23
日
・
26
日
・
29
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
プ
ロ

サ
ー
フ
ィ
ン
ツ
ア
ー
に
出
場
し
た
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
山
口
輝
行

さ
ん
（
安
納
）。
間
近
で
見
る
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
試
合
後
「
悔
し
い
」
と
苦
い
表
情
を
浮
か
べ
た
山
口

さ
ん
。
熱
い
思
い
と
サ
ー
フ
ィ
ン
の
奥
深

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

▽
写
真
は
現
和
小
落
花
生
収
穫
時
の
様

子
。
収
穫
し
た
落
花
生
を
手
に
「
○
○
に

形
が
似
て
る
」と
話
す
児
童
が
い
た
の
で
、

す
か
さ
ず
質
問
。
―
何
に
似
て
る
？
―

「
ク
ラ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
…
だ
よ
」
―
…
…

何
で
す
か
そ
れ
は
？
…
―
聞
け
ば
ゲ
ー

ム
の
ア
イ
テ
ム
だ
そ
う
。
私
も
お
じ
さ
ん

に
な
っ
た
も
ん
だ
と
改
め
て
実
感
。（
公
）

【
日
時
】 

11
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）　

９
時
〜
17
時

【
会
場
】
旧
上
妻
家
住
宅

　

島
内
華
道
団
体
・
鹿
児
島
県
連
合
華
道
会
に
よ
る
い
け
ば
な
作

品
を
武
家
屋
敷
に
展
示
し
ま
す
。

入
場
無
料



3 5日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

株式会社西之表精脱
従業員募集

12月～
○大型トラック運転手、ユニック、玉かけ
　　　　　　…3名（日給9,000円）
○工場内きび選別作業
　　　　　　…3名（日給6,000円）

12月～
○大型トラック運転手、ユニック、玉かけ
　　　　　　…3名（日給9,000円）
○工場内きび選別作業
　　　　　　…3名（日給6,000円）

■問い合わせ先
　株式会社西之表精脱　電話28‐3291


